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勝山市の子ども子育て保護者説明会での内容について

１．概要

（１）会場、開催期日

・市内各小学校区（９会場）で実施 1/11(水)～2/10(金)

（２）対象：０歳から１５歳までのお子様がいる保護者

（３）説明内容

・新たな子ども子育て支援策等について

・中学校再編について

（※ 参加保護者にアンケートを実施）

２．各会場で発言のあった意見の抜粋

（１）経緯

・この基本計画は完全に決定なのか。

・今は維持できるかもしれないがこれから 10 年、20 年先を考えるとこの説明はよく

理解できる。

・再編をやめる設定はないのか。

・既存の中学校に合併することはないのか。

・合併するなら小中が先ではないのか。

・なぜ勝高のグラウンドなのか。違う場所に建ててもらいたい。

・行きたくない人の選択肢がない。

（２）教育内容

・教育内容を変えるだけではだめなのか。

・キーワードで本当によくなるのか自信が持てない。

・中学生は高校生に対して、高校生は中学生に対してどう思うか。

・高校教員のＴＴは本当に学習に効果があるのか。

・中学校が一緒になるので新しいことをやってほしい。

・みんなで支え合うことが必要なことだと子どもの時から教育で教えてほしい。

・説明を聞いてこれだけ子どもの主体性を伸ばしてくれるこんな学校だったらいい。

高校生に萎縮する面もあると思うが子どもはうまく慣れていく。

（３）生徒の人間関係

・不登校や命を絶つことも増えている。その中で高校と一緒になるのは疑問。

・人間関係の流動性で不得手になった場合、そういう子たちを拾い上げる仕組みは考

えているのか。

・子ども達は環境的に良くなると思う。地域との連携はやりたい人、生き生きとして

いる人を積極的に取り入れていく。
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・中学生は先輩がこわくてストレスを感じると思うし高校生もいると倍ストレスを

感じるのではないか。

・大人より子どもの方が慣れるのは早いと思うので考えすぎるのもどうか。

・閉鎖的なところもあるので一気に環境が変わると精神的な面が不安になる。

・いじめの件数が多くなるのではないか。ＳＣや専門の方など先生方の負担にならな

いところでの配置は考えているのか。

・市内一円での小学生の交流会があるといい。

（４）施設関係

・せっかく一緒になるのでおいしい給食を提供できないか。

・ここにしかない地下通路を作る勢いでやってほしい。

・地下通路は必要なのか。

・ゼロエネルギービルディングシステムを取り入れることはいい。

・工事になると鉄骨だから地面を掘る大工事に入る。防音対策や授業への配慮などは

していただけるのか。

・普通教室がグラウンド側にあり、体育の授業の声で窓際の生徒は気になって授業に

集中できるのか。

・中学校校舎に中庭はないのか。

・最終的に３中学校はどのように活用していくのか。

（５）部活動

・中学校の部活動はなくなるのか、それともなくさないのか。

・野球部やサッカー部の雨天の練習場所が確保できるといい。

・冬になって外の部活動がジオアリーナに入ってくると一般市民の活動に支障はな

いのか。

・中学校の野球の練習を土日したいときに優先的に長山を使えるのか。

（６）スクールバス

・中高生は別にして乗るのか、中高生は一緒に乗っていくのか。

・スクールバスを小学校の校外学習や部活動の遠征に活用できないか。

・スクールバスや送迎の車でジオアリーナへの道路が渋滞するのではないか。

（７）その他

・中学校で制服を買って、新中学校になったらまた制服を買うことになるのか。

・勝高の敷地辞退、変更案等いくつかのシミュレーションを出して市民に今一度聞い

ていただきたい。

・２，３年待って市民からの気運、新しい学校を作ろうということの時間調整を要望

としてあげたい。
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３．勝山市立中学校再編に関するアンケート結果 （９地区：136 名の回答）

（１）新中学校が目指す教育について

・次のうち、あなたが重視してほしいと思うことはどれですか。

(複数チェック可)

（２）新中学校の特色ある教育内容について

・新中学校では、特色ある教育内容として、次の①～⑤を検討しています。

この中で特に力を入れてほしい項目について３つ以内で番号をお書きください。

①施設整備(多目的室・メディアセンターなど魅力的・創造的な学習空間の整備)

②集団の中で切磋琢磨し、社会性や協同性、人間関係を構築する力などを育成

③多様な生徒に応じ、一人一人を大切にする教育

④地域の方々や企業などとの交流や協働的な活動

⑤高校と連携した学力の向上

⑥市内の学校との連携強化(小学校や特別支援学校)

①探究的な学習をより充実させるため、ふるさと勝山に根ざしたテーマを設定し、地域や

企業、高校、大学等と連携した学習を推進する。

②多様な人々の生き方や考え方を通して自分の将来を考えるキャリア教育を充実する。

③中学生が主体的・自主的に学校行事や特別活動、部活動に取り組む。

④中学３年生全員を対象に、数学や英語の授業において、高校教員によるサポート授業を

実施するなど、より一層の学力の定着・向上に取り組む。

⑤ＩＣＴ環境を充実して、デジタル教材の活用やプレゼンテーション・情報発信の機会を

充実し、中学生のデジタル活用力を向上する。
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②多様な人々の生き方や考え方を通して自分の将来を考えるｷｬﾘｱ教育を充実する(27.9%)

・地元企業と接する機会を増やす。

・大事な中学の時期に自己肯定感を失うことがないようにしてほしい。

・外部民間講師の取り入れ。楽しんで何かをやっている大人の話を聞いたり話したりする

時間があるといいと思います。

・ｷｬﾘｱ教育が充実するともう少し将来をイメージした進路選択ができるのではと思う。

・多様な人々と新中学校に通う支援が必要な子（通級の子）も関われるようにサポートを

強化してほしいです。

⑤ＩＣＴ環境を充実して、デジタル教材の活用やプレゼンテーション・情報発信の機会を

充実し、中学生のデジタル活用力を向上する。(24.8%)

・オンラインで３中学校をつないで学習もできる。充分ではないか？

・ICT でなくてもよいと思うが、プレゼンの練習をするとよい。

③中学生が主体的・自主的に学校行事や特別活動、部活動に取り組む。(21.3%)

・協調性の強化のため、色々な場でグループ活動をメインに授業に活かしてほしい。

・主体は子どもと先生。親はどうしてもの時。

①探究的な学習をより充実させるため、ふるさと勝山に根ざしたテーマを設定し、地域や

企業、高校、大学等と連携した学習を推進する。(13.8%)

・生徒のやりたいことを自由にやることのできる探究授業は良いと思う。

・地域との連携を強くし、地域ぐるみで子どもを育てていく。

④中学３年生全員を対象に、数学や英語の授業において、高校教員によるサポート授業を

実施するなど、より一層の学力の定着・向上に取り組む。(12.2%)

・高校の先生と中学校の先生が専門教科ごとにチームを組んで授業改善に取り組む体制

づくり。

・英語教育をもっと実践的なものにしてほしい。英会話や海外の子供とも交流など。
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⑥その他

・子供達においしい給食、あたたかい給食を出してあげてほしい。

・食育の観点で、給食室を作ってほしい。

・できる人間を伸ばすことはもちろんですが、できない人間に対して、どれだけサポート

してもらえるか気になります。

・自主性はどのように育てるのか。新しい授業方法のモデルはあるのか。指導できる先生

方はいるのか。

・子どもが福井の方に出ないように 1クラスだけでも上を目指せるクラスを作るべきだと

思う。

・環境が変わることが続くので子ども達への心のケアを重要視してほしい。

・屋内練習場があればもっと充実した部活動ができるのではないか。

・特殊な才能があった場合それを伸ばせる教育にしてほしい。

・いじめなどの問題が起きないように、きめ細かく子どもたちの人間関係を見守ってほし

いです。

・自然に触れる経験。奉仕作業は子ども達で行う。

・税金や社会保険などの教育。

・道徳意識をしっかり持てるようにする。

・スクールカウンセラーを学校においてほしい。

・他地域（市外・県外）の中学校との交流（オンラインを活かして）

・定まっていないならば、きちんとモデルを何パターンか先生方に掲示し、目指す教育に

進めるよう教師のスキルアップに力を入れるべき。

・一貫校でないならば、義務教育の中学校と高校の連携は難しいのではないか。

・議論に時間をもっとかけてほしい。

・特色ある中学校をつくるのはよいが、今までの中学校も残し、選択できるようにしてほ

しい。

・強制的に 1校に入らなければならない状況は様々なリスクに対応できないという面で賛

成しがたい。
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（３）今後の検討内容について

・今後、再編準備委員会で検討していく内容についてお聞きします。

あてはまるものにチェックしてください。

①新中学校の校名、校章は生徒をはじめ市民に公募する。

②登下校時の安全に配慮するため、スクールバスや保護者送迎車はジオアリーナに、

自転車や徒歩は現勝山高校の校門から通学する方法とする。

③新しい制服は、生徒主体で検討し、ジェンダーレスなどの意見を踏まえて制定する。
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④新中学校の開校（令和９年度予定）までに、３中学校間の交流活動や、勝山高校、

各小学校との交流を充実していく。

⑤部活動は、国の地域移行の動きを踏まえつつ、現在の３中学校の部活動の継続を基

本として、設置を検討する。

⑥防犯対策や浸水対策などを十分に行った上で、ジオアリーナへのアクセスの利便性

を向上する地下通路を設置する。
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（４）上記（１）～（３）の項目等について、新中学校開校に向けての提案や、教育活

動に取り入れて（充実して）欲しいことがありましたらお書きください。

①学力面

・一人ひとりの生徒の個性・性格・凹凸を教職員、関わる人がしっかり把握した支援・サ

ポートのできる交流の充実をして欲しい。

・宿泊施設を作ったり、逆に不登校の子は ZOOM やビデオ授業を受けられるようにしてほ

しい。

・中学生の基礎をまずしっかりしてもらえればと思う。

・ライフデザインタイムを充実させてほしい。

・目先の高校、大学だけでなく、就職（勝山や福井県内の会社や企業）につながることで、

勝山に物理的に戻ってくることが可能となるしくみを望む。

・学業だけでなく、農業や林業など勝山の自然を生かした教育をお願いしたい。

・小学校間の交流の機会がもっと増えるとよいと思う。

・大人数での活動や少人数での活動などいろいろな子どもたちがうまく適応できる環境

を整えてほしい。

・新しいことをするならば、もっと尖ってほしいし、子どもにそういう教育をさせたい。

②生徒指導面

・いじめになっても転校できなくなるが、いじめはなくならない。せめてもう一つ中学校

は残してほしい。

・中学校と高校との交流もよいと思うが、高校生から中学生への悪い影響も懸念される。

・多様性として、不登校の子どもでも PC で完結的な政策をとってほしい。

・環境だけでも、安心して行ける場所の提供をお願いする。

③部活動

・平日を含めた部活動の地域移行を一気に進めていただきたい。

・雨が降った時、活動は大丈夫なのか。（冬季）

・生徒が増えるならばいろいろな種類の部活を増やしてほしい。

・部活を中高で連携すると中３での引退がなく継続できると思う。

④施設

・中学校の給食の質を給食費を上げてでも、高めてほしい。

・新しい大きな体育館を学校の敷地内につくれないか。

・中学校エリアには多くの監視カメラや警備関係のスタッフが必要。

・勝山高校も古いが大丈夫か。

・長山公園は桜だけでなく、中高生が活用しやすいような空間になるようにしてほしい。
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⑤地下通路

・山側の昭和町の通学路に、車でなく徒歩でも通えるような道（地下通路）を整備してほ

しい。

・親の送迎がほとんどの中、込み合いがすごくなると思う。

・カメラ設置だけで犯罪は防げないのではないか。

・ジオアリーナへの地下通路の設置は必要だとは思う。防犯対策というよりは「安全」を

第一に考えてほしい。

・地下通路を作るときに雨で土砂が流れ込まないよう注意を。

・作るのであれば、学校内からジオの安全な場所（一般人が入れない）通路にしてもらい

たい。

⑥スクールバス

・送り迎えをしなくても済むよう、バスを部活が終わって帰るまでの間きちんと出してほ

しい。

・勝校生は毎日 200 円を持っていっている。キャッシュレス導入してほしい。

・スクールバスをよりよく利用しやすいものとしてほしい。テスト期間や学習会などカリ

キュラムに合わせて、運行してほしい。

・無人運転の検討を。

⑦物品

・ジェンダーレスの制服を導入してほしい。

・新制服はユニクロなど気軽に購入できる形が良い。

・校章はデザイナーを雇って、よいものにしてほしい。

・学校で必要な靴や体操服など成長に合わせて安いと助かります。

⑧その他

・こども達を直接呼んで、リアルな声が聞きたいと思った。

・議論に時間をもっとかけてほしい。

・全保護者がこの説明を聞ける機会があるとよいと思った。

・中学校の統合については、これから先の子どものことを思うと賛成。

・子ども達が移行に無理なく、こどもファーストをお願いしたい。

・勝校の敷地以外で新中学校を建ててほしい。

・勝山高校を先生や生徒、保護者が良い方向にとらえないと勝山高校の受験率が低下す

る。

・小中学校の統合には賛成だが、中高の統合には反対。また、勝校との共同施設という点

も反対。

・施設面で、中学校独自のものがない状況は不安です。

・市民の意見を大切にしてあわてずじっくり進めていただきたいです。


